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対象 1,012 施設のうち 269 施設の管理者（回収率 26.6%）から調査協力が得られ、有効回答率 22.6%
（n=229）であった。施設別の回収数は、介護老人保健施設 89 施設（38.9%）、特別養護老人ホーム 140
施設（61.1%）であった。職員では、1,539 人（回収率 15.2%）から調査協力が得られ、有効回答率 14.3%
（n=1,444）であった。施設別の回収数は、介護老人保健施設の職員 568 名（39.3%）、特別養護老人ホ






















高齢者介護施設 21 施設より調査協力が得られ、介護老人保健施設は 10 施設（47.6%）、特別養護老
人ホームは 11 施設（52.4%）であった。2 度のインフルエンザのアウトブレイクを経験した施設は 4 施
設（19.0%）を認め、計 25 事例となった。抗インフルエンザ薬の予防投与を実施した事例は 14 事例
（56.0%）を認めた。 
事例の入所者の罹患率は 25.3%、職員の罹患率は 9.7%を認め、入所者の入院率は 8.4%、死亡率は
1.2%であった。ワクチンは入所者（94.1%）と職員（94.5%）に高い割合で実施されていた。ワクチン
率が低い集団であれば、これ以上の健康被害を招いたと考える。 
事例の流行期間は 15.4 日（6 日～26 日）、発症数は 1.59 人/日、新規発症者ピークは 6.7 人/日、有症



































 平成 30 年 2 月 2 日（金）に第 1 回学位審査委員会を開催し、愛知県立大学看護学研究科学位審査規
程第 13 条ならびに看護学研究科博士後期課程の学位に関する内規第 14 条及び第 16 条に基づいて、学























 研究フィールドは東海 3 県の高齢者介護施設、すなわち介護老人保健施設（老健）と特別養護老人ホ
ーム（特養）とし、2017 年 1 月～同 2 月に無記名自己記入式質問紙調査を実施して、インフルエンザ
発症時の対応、ワクチン接種状況、感染制御の研修の実施などについての回答を単純集計して比較検討
した。インフルエンザの感染伝播動態の実態調査は、2011～2016 年度にアウトブレイクを経験した老
健と特養に依頼した。また、2017 年 1 月～同 6 月に高齢者介護施設の看護師にインフルエンザの感染
伝播状況についてのインタビューを行い、ヒト、時間、および場所をラインリストとして、発症と曝露
を 2×2 表としてまとめた。さらに、累積発症者数、新規発症者数、および有症者数を記述した経過記
録、流行曲線、および 2×2 表を事例ごとに作成することで曝露源の推定と発症リスクの分析を行った。 
研究１：高齢者施設における感染制御行動の実態 
感染制御の実態に関する質問紙調査では、管理者 229 人（回答率 22.6%）および職員 1,444 人（同
14.3%）から調査協力が得られた。インフルエンザワクチンは、9 割以上の施設で入所者と職員の 90%








アウトブレイクは、21 施設より 25 事例が報告された。入所者の罹患率は平均 25.3%、職員の罹患率
は平均 9.7%で、その中で入所者の入院率は平均 8.4%、死亡率は平均 1.2%であった。インフルエンザ
ワクチン接種は、入所者が 94.1%、職員が 94.5%と高い割合で実施されていた。流行期間は平均 15.4
日、発症数は平均 1.59 人/日、新規発症者ピークは平均 6.7 人/日、有症者ピークは平均 12.3 人/日であ
った。初発者の 84.0%が職員であったことに注目した。予防投与は、初発者から平均 6.8 日後に実施さ



























後期課程の学位に関する内規第 16 条の 2 項を満たしており、独創性、新規性、発展性を有し、実証的
かつ理論的に成果が導き出され学術上価値のある論文であると判断する。そして、申請者が看護専門領
域における十分な学識と研究者としての能力を有するものであると確認したので、博士（看護学）の学
位を授与するに値すると判断した。 
 
